
　群馬県安中土
木事務所が建設
を進めていた西
毛広域幹線道路
の安中工区（安
中市安中から安中市下秋間まで）延長約1.9kmが、3月25日
に開通しました。　
　西毛広域幹線道路は、前橋市、高崎市、安中市および富
岡市を結ぶ、全長27.8kmの幹線道路で、今回の開通は、そ
の一部区間となります。全線開通は令和11年度を予定して
います。
　西毛広域幹線道路の全線開通により、災害時にも機能す
る強じんな道路ネットワークが構築され、西毛地域におけ
る県民の安全な暮らしや企業
の経済活動の継続性が確保さ
れるとともに、周辺地域の渋
滞緩和や観光地への周遊性の
向上による観光振興も見込ま
れ、西毛地域のさらなる発展
に大きな役割を果たす道路に
なります。
問合せ▼
群馬県安中土木事務所西毛広幹道建設係（☎382－1350）
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　市民課
休日窓口開設日

5 月 2 日・16 日　6 月 6 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

2021年5月1日号

※安中市タクシー事業者支
援助成金を活用し対策を
行っております（客席と乗
務員席の間に仕切りを設置
し、飛沫の飛散防止に取り
組む）。

安中市役所　☎027－382－1111


